


研究要旨:小児慢性疾患登録管理ソフトを用いた管理システムの有用性や問題点を,小児膠

原病の特性や現状から検討した.有用な点としては,若年性関節リウマチを始めとした疾患

の発生頻度が推定できること,小児特有の診断基準の確立が必要なシェーグレン症候群に

おいて,陽性頻度の高い検査項目を抽出可能なこと,患児側の意志で受給者番号の固定化が

一般化すれば小児膠原病の成長にともなう病態の変化が継続的に観察可能なことなどがあ

げられた.方多彩な病態が特徴である膠原病を詳細に解析するためには,データ人力やプラ

イバシー保護の観点から将来的に解決すべき問題点が残されていた. 


